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「花の色は霞にこめて見せずとも香をだにぬすめ 

春の山風』福智の山裾には、細い雲がまるで墨を流 

したようにたたずむ。水温み、鳥は鳴き、霞の衣の 

中を窯元の一条の煙が西／＼棚引く。 

59年 

Na254 

3 月3日は桃の節句、平安時代には草もちを食べ 

ることが多く、中世には桃の花を浮かべた桃花酒を 

飲む風習もありました。中世から民間に白酒が広ま 

り出し、桶を天秤でかついで白酒を売り歩く風習が 

見られました。 

3 月は、定例議会が開かれます。この中で今年の 

町政の骨組みとなる昭和59年度予算が審議されま魂 

お母さんが先生です  新入学（園）児を交通事故から守りましょう 

) 

) 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
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報
 

広
 

第254 号 昭和59 年3 月1 日 け い
 

か
 

＊農振法の農用地区域における農地転用等の計画変更事務処理手続＊ 

地 権 者 町 （産業振興課） 農林事務所（飯塚） 県農政課 
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0 各機関との調整 〇事前 

、②〇促進協議会 

、③ 

協議

ー」壁ロkミン～ 
ー芸告o痴i-' 

申請 

〇通知（i ～ 備計画書の整理⑩～ 12 ー 

〇台帳整理 公告 

'(、 oUlL 
へきノ～～一～・ぐと～ 

 0  

 ン旦ー一 

0 協議回答 

―、⑤ 

~⑨ 

0 認可 

※表は主として「1 ,000rTi以上、 2 ha以下の土地を農用地区域から除外する場合」r 1 ha以上の土地の用途区分の変更（田→畑、 

畑→農舎等農業用施設用地）の場合了1 ha以上の土地を農用地区域へ編入する場合」 の事務処理です。 

※n条公告縦覧期間（30日）後15日間は、計画案に対して異臓申立てをすることができます。 
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各規制に対する間い合せは 
【 ●農業振興地域の整備 

~ に関する法律 産業振興課・農政係 

~ ●森林法 ク 

！ ●自然公園法 産業振興課．商工観光係 

I ●国土利用計画法 総務課・企画係 
L 

の
 町には混な土地規制 こ

 赤池 

が適用されます 
赤池町は都市計画区域を設定していませんが、農地転用や開発に 

対しては、表のような規制が適用されます。 

農用地の変更計画や開発計画のある方、また国定公園内の動植物 

土石の採取などには、ご注意ください。 

なお、ここに掲げた法律は、土地規制についての主なもので、こ 

のほか、各種行為にはそれぞれの法律が適用されます。 

r →H 、土利用計画法 農業振興地域の整備に関する法律 森 林 法 自 然公園法 

趣
 

旨
 

総合的かっ計画的な国土の利 

用をはかることを目的とし、 

土地利用規制を通じて乱開発 

を未然に防ぐと共に土地の投 

機的取引と地価の高騰を抑制 

することによって地価の安定 

を図る 

農用地等として開発し、利用すべきものとし 

て、農用地区域に含められた土地の農業上の 

利用を確保し、総合的に農業振興をはかるべ 

き地域の計画的な整備をはかる。 

保安林制度との連けいをはか 

りっっ森林の土地の適正な利 

用を確保し、森林が現に有す 

る公益的機能の維持（災害防 

止、水源かん養、環境保全） 

および森林の保続培養、生産 

力の増進をはかる。 

すぐれた自然の風景地を保護 

するとともに、その利用の増 

進をはかり保健・休養および 

教化に資することを目的とす 

るo 

規

則

の

内

容

 

1 万平方杭(1 ha = 1町）以上の 

土地（合計すると1万平方仁 

以上になる一団の土地を構成 

する部分を含むJ にっいて土 

地売買等（売買予約譲渡担保 

交換、代物弁斉など）の契約 

を締結しようとする場合は、 

町を経由して県知事に届け出 

なければならない。届け出後 
6 週間以内は契約を締結して 
はならない。（届出制） 

農用地区域 左以外の農業振興地域 地域森林計画の対象となって 

いる民有林において土石また 

は樹根の採堀、開墾、その他 

の土地の地質を変更する行為 

は県知事の許可を受けなけれ 
ばならない。 

開発行為の規模・・‘・ 
1 ha(1町=1万平方仁） 

また、立木を伐採する場合は 

あらかじめ県知事に届出書を 

提出しなければならない。 

〇土作物の新築改築または増 

築0木材の伐採・広告物の設 

置・表示0鉱物の堀採、また 

は土石の採取0土地の開墾そ 

の他土地の形状の変更0屋根 

壁面・へい・橋などの色彩の 

変更などは、県知事の許可を 

受けなければならない。 

①農地転用にっいての原則禁 

止 

②指定用途利用にっいての勧 

出 

③開発行為の規制 

①農地転用にっいての規制 

②開発行為にっいての勧告 

適
 
用
 
除
 
外
 

一団の土地として届け出の面 

積以上となる住宅地の分譲等 

をする場合には、あらかじめ 

土地に関する権利の移転また 

は設定の予定対価の額が、届 

け出の勧告基準となる価格に 
該当しないことにっいて県知 

事の確認を受け、この確認さ 

れた価格の範囲内で土地取引 

を行う場合に限って届け出制 

の適用除外となる。（事前確認 

制） 
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い
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成
れ
 

よ
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の
為
 
高
農
達
そ
 

に
あ
 

も
業
も
行
 

に
で
の
お
 

法
の
 

う
事
る
理
 
特
の
画
す
 

用
示
 

行
良
れ
管
為
が
も
計
ぼ
 

て
利
告
て
の
改
わ
の
行
性
る
備
よ
 

い
地
に
い
等
地
行
常
な
益
れ
整
お
の
 

っ
土
定
っ
国
土
て
通
易
公
ら
域
を
も
 

に
0
 

に
0
0
 

~
 

~
 

①
 

③
 

①にっいて 

0 国・県による転用 

0 土地収用法による使用す 

るもの 

国・地方公共団体が行う行為 

森林の土地の保全に著しい支 

障をおよぼすおそれが少なく 

公益性の高いもの。 

法令等に基づき義務の履行と 

して行う伐採、森林施策計画 

に定められている伐採など。 

0 非常災害のために必要な応 

急措置0地域、地区が指定さ 

れ、もしくはその地域等が拡 

張された際に既に着手してい 

た行為。 

罰
則
 

6箇月以下の懲役または30万 

円以下の罰金 

1 年以下の徴役または10万円以下の罰金 20万円以上の罰金 6 箇月以下の懲役または10万 

円以下の罰金 

議露麟臓蕪鷺麟鷲麟 

森林法が適用される地域森林計画対象民 
有林 

農振法が適用される農用地区域 

自然公園法が適用される北九州国定公園 

地域 

※地図は略図であり実際の地域とは多少異なります。 
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（
こ
よ
み
と
行
事
レ
 

和
名
 
弥
生
（
や
よ
い
）
 

風
も
雨
も
日
ま
し
に
あ
た
た
か
く
 

草
木
が
弥
ま
し
に
生
い
茂
る
月
と
い
う
 

意。 
1
日
（
木
）
 

全
国
緑
化
運
動
 
家
出
少
 

年
発
見
保
護
活
動
月
間
 

3
日
（
土
）
 

耳
の
日
 
桃
の
節
句
 

5
日
（
月
）
 

啓
整
 

7
日
（
水
）
 

消
防
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
紗
じ
 

8
日
（
木
）
 

国
際
婦
人
デ
ー
 

9
日
（
金
）
 

解
放
講
座
（
嬬
群
肥
 

一
級
技
能
士
全
国
技
能
競
 

技
大
会
 

15 

日
（
木
）
 

所
得
税
確
定
申
告
締
切
り
 

赤
池
中
学
校
卒
業
式
 

17
 

日
（
土
）
 

上
野
・
市
場
両
小
学
校
卒
 

業
式
 
彼
岸
入
り
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
恥
与
に
）
 

19 

日
（
月
）
 

乳
児
保
育
相
談
（
躍
鑓
）
 

20
 

日
（
火
）
 

春
分
の
日
 

21
 

日
（
水
）
 

三
種
混
合
（
加
瞬
諮
）
 

22 

日
（
木
）
 

放
送
記
念
日
 

23 

日
（
金
）
解
放
講
座
（
響
詳
じ
 

世
界
気
象
記
念
日
 

24
 

日
（
土
）
 

小
中
学
校
終
業
式
 

25
 

日
（
日
）
 

電
気
記
念
日
 

27
 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
細
恥
鍔
し
 

28 

日
（
水
）
 

春
休
み
福
祉
体
験
 

（
増
競
銀
喰
）
 

中・高校生のみなさん 

ミ福祉ミについて 
いっしょに考えてみませんか 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
 

会
で
は
、
次
の
と
お
り
中
 

・
高
校
生
を
対
象
と
し
て
 

福
祉
に
つ
い
て
勉
強
し
、
 

語
り
合
う
こ
と
を
目
的
に
 

「
春
休
み
福
祉
体
験
」
を
 

実
施
し
ま
す
。
参
加
費
は
 

無
料
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
 

の
最
大
の
課
題
は
、
ひ
と
 

り
ぐ
ら
し
の
老
人
や
障
害
 

を
も
っ
た
人
た
ち
を
、
生
 

ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で
、
 

家
に
い
る
ま
ま
、
ど
の
よ
 

う
に
し
て
支
援
し
、
社
会
 

の
一
員
と
し
て
励
ま
し
、
自
活
さ
せ
る
 

か
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
在
宅
福
祉
サ
ー
 

ビ
ス
の
強
化
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

こ
う
し
た
活
動
に
は
、
私
た
ち
を
は
 

じ
め
、
地
域
に
住
む
だ
れ
も
が
ボ
ラ
ン
 

テ
ィ
ァ
精
神
を
発
揮
し
、
共
に
生
き
る
 

も
の
同
志
の
共
感
を
も
っ
て
支
え
あ
う
 

こ
と
が
必
要
で
す
。
 

そ
こ
で
、
春
休
み
の
間
に
、
こ
の
よ
 

う
な
方
が
た
へ
の
理
解
を
高
め
、
真
の
 

福
祉
の
時
代
を
め
ざ
す
た
め
、
中
・
高
 

校
生
の
み
な
さ
ん
と
共
に
考
え
、
語
り
 

あ
う
機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

▽
と
き
ノ
三
月
二
十
八
日
（
水
）
か
ら
 

二
十
九
日
（
木
）
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
ノ
赤
池
町
民
会
館
 

▽
対
象
者
ノ
中
・
高
校
生
 

▽
定
員
ノ
三
十
人
（
績
誌
貿
だ
い
）
 

▽
申
込
み
ノ
三
月
十
七
日
ま
で
に
社
協
 

事
務
局
へ
電
話
で
（
合
四
六
四
六
）
 

自分の目で確かめようノ 
避難方法と周囲の状況 

「建築物防災週間」3 月7 日～13日 
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『
し
ば
し
も
休
ま
ず
、
ッ
チ
打
つ
響
 

き
』
と
、
歌
わ
れ
て
来
た
村
の
か
じ
屋
 

も
今
で
は
、
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
ま
し
 

た
が
、
昭
和
町
の
坂
元
秀
雄
さ
ん
（
七
 

十
九
歳
）
、
ッ
ル
子
さ
ん
（
七
十
歳
）
 

夫
婦
は
、
今
で
も
朝
か
ら
重
い
ッ
チ
を
 

振
り
上
げ
、
真
っ
赤
に
焼
け
た
鉄
を
打
 

っ
て
い
ま
す
。
 

坂
元
さ
ん
は
、
こ
の
道
一
筋
六
十
五
 

年
の
ベ
テ
ラ
ン
。
父
悦
三
さ
ん
（
故
人
）
 

が
か
じ
屋
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
 

尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
十
五
歳
 

で
か
じ
屋
の
修
業
に
入
り
ま
し
た
。
 

「
か
じ
屋
は
当
時
、
農
村
に
は
絶
対
 

稿 投 

ホ
ト
ト
ギ
ス
 

田
川
句
会
発
足
 

蔵
本
は
る
の
女
 

句
会
が
終
っ
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
 

の
中
に
も
冴
返
っ
た
寒
さ
の
よ
う
な
静
 

か
な
ピ
ー
ン
と
し
た
張
り
が
感
じ
ら
れ
 

た
。
十
四
名
で
の
発
会
の
予
定
が
出
席
 

者
十
名
と
な
っ
た
。
初
回
句
座
。
余
儀
 

な
き
理
由
の
欠
席
だ
か
ら
致
し
方
な
い
 

も
の
の
欲
を
い
え
ば
、
初
回
は
全
員
の
 

顔
が
揃
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
 

こ
の
句
会
を
も
つ
ま
で
の
経
過
な
り
 

を
簡
単
に
記
し
て
み
よ
う
。
過
去
に
何
 

ら
か
の
形
で
池
田
一
歩
先
生
と
の
関
連
 

の
あ
る
、
方
城
句
会
、
田
川
万
燈
句
会
 

お
よ
び
赤
池
句
会
の
者
た
ち
が
毎
月
第
 

二
日
曜
に
集
っ
て
一
歩
先
生
を
中
心
と
 

し
た
勉
強
会
を
も
っ
た
ら
、
と
い
う
こ
 

と
で
こ
の
会
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
 

世
話
人
と
し
て
高
橋
野
火
、
日
永
田
桜
 

ン
坊
、
鈴
木
秋
風
子
、
蔵
本
雨
亭
の
四
 

名
、
ま
だ
句
の
名
前
も
決
ま
っ
て
い
な
 

い
無
名
の
会
で
あ
る
け
れ
ど
、
ホ
ト
ト
 

ギ
ス
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
伝
統
俳
 

句
、
花
鳥
楓
詠
の
客
観
、
写
生
の
道
へ
 

少
し
で
も
近
づ
き
得
る
こ
と
を
願
っ
て
 

発
足
し
た
会
で
あ
る
。
生
涯
に
一
句
で
 

も
佳
句
が
授
か
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
 

ゆ
き
た
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
 

一
歩
先
生
の
挨
拶
の
中
で
、
和
を
大
 

事
に
し
た
会
と
な
る
よ
う
に
、
と
の
力
 

説
で
あ
っ
た
。
私
自
身
こ
の
事
を
胸
に
 

深
く
刻
ん
で
お
こ
う
。
 

第
一
次
句
会
 
五
句
出
句
⑥
特
選
 

⑨
寒
を
解
く
雨
あ
り
が
た
く
寺
苑
歩
す
 

必
要
で
、
当
然
父
の
後
を
継
ご
う
と
決
 

め
て
い
た
』
そ
う
で
、
三
十
歳
で
ツ
ル
 

子
さ
ん
と
結
婚
、
独
立
。
夫
婦
の
か
じ
 

屋
人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

農
具
や
大
工
道
具
を
中
心
に
、
鉄
は
 

熱
い
う
ち
に
打
て
、
の
こ
と
わ
ざ
通
り
 

真
っ
赤
に
な
っ
た
鉄
を
た
た
き
続
け
て
 

き
ま
し
た
。
 

切
れ
味
が
よ
く
も
悪
く
も
な
る
の
は
 

水
や
湯
を
使
う
“
焼
き
入
れ
）
の
と
き
。
 

わ
ず
か
の
時
間
差
で
硬
く
な
っ
た
り
、
 

も
ろ
く
な
っ
た
り
。
永
年
の
経
験
が
も
 

の
を
い
う
と
き
で
す
。
 

炭
鉱
時
代
は
、
 
ツ
ル
ハ
シ
な
ど
の
石
 

、
、
ー
 

4％国・・一戸 

【伝統のわざを守り続ける坂元さん夫婦】 

先
づ
雛
を
眺
め
今
宵
の
句
座
に
つ
＜
（
公
恵
）
 

梯
檀
に
床
の
間
に
春
竜
胆
を
 

心
あ
た
り
あ
る
草
萌
に
目
を
凝
ら
す
（
ま
さ
る
）
 

ふ
き
 

と
う
 

雪
掻
い
て
い
て
見
つ
け
た
る
蕗
の
蒸
 

雨
ぬ
く
く
庭
よ
み
が
へ
是
甘
め
け
る
（
田
鶴
子
）
 

雪
解
川
宿
全
階
の
灯
を
捉
ら
へ
 

半
月
の
高
き
に
峡
の
冴
へ
返
る
（
雨
亭
）
 

晩
学
の
梅
に
立
て
た
る
志
 

早
春
の
心
に
活
け
し
床
の
花
（
園
女
）
 

胸
張
っ
れ
寒
編
ふ
べ
く
ペ
ダ
ル
踏
む
 

天
近
き
梢
に
嚇
る
一
羽
か
な
（
秋
風
子
）
 

⑥
地
に
植
木
な
じ
み
折
々
笹
鳴
け
る
 

初
回
句
座
祝
ぐ
べ
く
冬
を
装
ふ
て
（
駒
女
）
 

⑨
立
春
の
言
葉
の
響
き
持
ち
歩
く
 

新
幹
線
雪
国
の
雪
運
び
来
し
（
み
つ
子
）
 

雪
を
踏
む
音
は
う
つ
し
世
埴
輪
園
 

大
地
い
ま
草
萌
ゆ
前
の
し
づ
け
さ
に
（
は
る
の
女
）
 

句
座
後
春
食
を
兼
ね
て
の
会
食
。
私
 

家
は
少
し
高
台
故
に
寒
の
た
め
水
不
足
 

で
充
分
な
料
理
が
出
来
ず
質
素
な
祝
い
 

の
膳
で
し
た
け
れ
ど
、
心
豊
か
な
会
食
 

だ
っ
た
。
秋
風
子
さ
ん
の
発
案
で
二
次
 

句
会
を
し
て
は
と
い
う
事
に
な
り
、
再
 

び
五
旬
出
句
で
始
め
た
。
即
席
の
句
と
 

は
思
え
ぬ
よ
う
な
句
ば
か
り
だ
っ
た
。
 

そ
の
一
部
を
次
に
掲
げ
よ
う
。
 

二
次
句
会
 

媛
炉
燦
ゆ
興
の
乗
り
た
る
ニ
次
句
会
 

⑨
小
人
数
と
い
ふ
ま
と
ま
り
に
梅
の
句
座
（
園
女
）
 

⑥
春
雨
や
句
座
の
柱
に
師
一
句
 

春
雨
に
集
ひ
て
並
疋
に
な
土
（
」
句
会
（
秋
風
子
）
 

簡
潔
と
い
ふ
言
葉
に
桜
生
け
て
 

あ
る
だ
け
の
寒
灯
と
も
し
初
回
句
座
（
駒
女
）
 

⑨
し
と
し
と
と
春
の
恐
音
窓
に
か
な
 

春
め
く
や
句
座
和
や
か
に
発
足
す
（
田
鶴
子
）
 

句
座
閑
け
て
春
の
匂
ひ
の
満
ち
て
を
り
 

り
ん
ど
ユ
ー
 

紫
は
競
は
ざ
る
色
春
竜
胆
（
雨
亭
）
 

炭
堀
り
用
の
道
具
を
作
る
“
炭
鉱
か
じ
）
 

も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
 

坂
元
さ
ん
は
農
具
中
心
の
“
農
か
じ
（
 

で
通
し
ま
し
た
。
閉
山
と
と
も
に
、
炭
 

鉱
か
じ
は
な
く
な
り
、
農
か
じ
も
機
械
 

化
で
す
っ
か
り
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
 

し
た
。
 

昔
は
奥
さ
ん
と
徹
夜
で
仕
事
を
し
た
 

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と
い
う
坂
元
 

さ
ん
も
最
近
で
は
振
り
上
げ
る
ツ
チ
が
 

重
そ
う
で
す
。
 

数
年
前
、
フ
イ
ゴ
に
炭
じ
ん
の
火
が
 

入
っ
て
爆
発
し
て
か
ら
は
、
モ
ー
タ
ー
 

で
風
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
他
は
す
べ
 

て
手
作
業
。
使
い
や
す
さ
や
切
れ
味
で
 

坂
元
さ
ん
の
道
具
の
愛
好
者
は
多
い
の
 

で
す
が
、
 

“
な
た
〈
な
ど
を
作
る
の
は
 

一
日
作
業
。
燃
料
の
コ
ー
ク
ス
代
な
ど
 

も
値
上
が
り
し
、
 

『
重
労
働
だ
し
、
身
 

入
り
も
少
な
い
。
こ
と
し
い
っ
ぱ
い
体
 

力
が
続
く
か
ナ
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
古
き
良
き
 

時
代
の
火
を
守
り
続
け
て
ほ
し
い
も
の
 

で
す
。
 

菱
宮
占
占
古
占
・
蒼
〈
占
占
・
菱
小
v
×
古
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古
古
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〈
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古
古
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・
菩
ソ
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×
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A
古
古
占
占
占
占
古
古
古
占
古
古
古
占
・
v
v
ソ
【
占
占
古
占
占
小
v
x
古
古
占
占
占
古
古
占
古
古
占
古
古
古
占
古
古
古
古
古
古
古
占
古
古
古
古
A
A
●
×
古
占
占
・
ソ
v
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古
古
古
・
菩
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古
古
古
占
占
古
古
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古
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古
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古
古
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古
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⑨
⑧
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伝
 
統
 
の
 
技
 
に
 
称
 
号
 

【授賞者を代表して挨拶する熊谷紅陽氏】 

さ
る
二
月
二
十
五
日
、
上
野
焼
の
陶
 

芸
家
、
熊
谷
紅
陽
、
高
鶴
夏
山
、
白
川
 

信
彦
、
高
田
湖
山
、
熊
谷
保
興
、
口
石
 

政
嘉
の
各
氏
に
「
伝
統
工
芸
士
」
 
の
称
 

号
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
、
 

遠
嶺
雪
最
し
番
し
大
蹴
戸
（
み
つ
子
）
 

昼
食
に
珍
味
の
き
ん
か
ん
添
え
ら
れ
し
（
公
恵
）
 

冴
て
ゆ
る
む
さ
れ
ど
気
構
へ
ゆ
る
め
て
は
 

ニ
次
句
会
春
め
く
日
射
し
取
り
入
れ
て
（
ま
さ
る
）
 

咲
き
さ
う
な
辛
夷
の
曹
雪
解
風
 

春
と
な
る
天
を
開
放
し
た
る
雨
（
は
る
の
を
 

選
者
吟
 

梅
を
生
け
襖
を
は
ず
し
一
慶
事
 

春
暁
の
雲
瑞
象
の
色
を
刷
き
 

春
泥
や
祝
ぎ
の
時
こ
く
に
遅
れ
て
は
 

雰
囲
気
を
や
は
ら
げ
て
い
る
か
す
み
草
 

春
立
つ
や
風
が
運
べ
る
野
の
匂
い
（
一
歩
）
 

つ
れ
づ
れ
に
⑩
0
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

窯
元
の
見
上
ぐ
冬
木
や
バ
ス
を
待
つ
 

む
 

い
 

と
き
 

ラ
ジ
オ
聞
く
無
為
の
刻
な
り
置
矩
健
 

筆
と
れ
ば
心
い
さ
め
り
賀
状
書
く
 

真
綿
入
り
伴
天
賜
る
あ
た
た
か
さ
 

荘
に
住
み
世
の
習
わ
し
の
歳
暮
か
な
 

が
 
き
 

冷
め
た
さ
が
味
引
き
た
つ
る
酎
牡
靖
か
な
 

玄
関
の
枯
菊
い
ま
だ
捨
て
切
れ
ず
 

来
賓
に
先
ず
は
と
マ
イ
ク
忘
年
会
 

載
き
し
卓
上
メ
モ
や
年
の
暮
 

暖
め
し
牛
乳
手
に
し
年
惜
し
む
 

◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 

年
を
越
す
無
事
な
る
我
が
身
有
り
難
し
 

み
 
だ
 

喜
寿
迎
ふ
新
玉
の
年
弥
陀
に
謝
す
 

え
に
 

う
れ
し
け
れ
縁
し
あ
た
た
む
賀
状
来
る
 

謡
初
め
声
こ
わ
ば
ら
せ
高
砂
を
 

歯
ざ
わ
り
の
数
の
子
う
ま
し
杯
重
ぬ
 

け
ん
た
い
 

松
の
内
献
体
た
の
み
老
い
死
せ
り
 

松
過
ぎ
て
寮
母
の
お
産
目
出
度
け
れ
 

か
じ
 

と
っ
さ
 

惇
か
み
て
吐
嵯
の
発
声
舌
も
つ
る
 

大
雪
に
今
朝
の
寮
母
の
道
案
ず
 

ぼ
く
 

水
盤
に
寒
菊
を
そ
へ
木
生
け
し
 

伝
統
工
芸
士
認
定
試
験
の
結
果
授
与
さ
 

れ
た
も
の
で
す
。
授
与
の
栄
に
賜
わ
っ
 

た
六
氏
は
、
産
地
委
員
会
委
員
長
で
あ
 

る
香
月
町
長
か
ら
認
定
証
と
徽
章
を
手
 

渡
さ
れ
、
喜
び
と
責
任
の
重
大
さ
を
か
 

み
し
め
て
い
ま
し
た
。
 

『
陶
器
ま
つ
り
』
今
年
は
 

4
月
 14 

日
か
ら
 16 

日
 

先
日
、
上
野
焼
協
同
組
合
は
会
合
を
 

開
き
、
今
年
の
 
「
陶
器
ま
つ
り
」
 
の
打
 

ち
合
せ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
 

今
年
の
陶
器
ま
つ
り
は
、
四
月
十
四
 

日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
に
決
ま
 

り
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
同
組
合
理
事
長
高
鶴
茂
勝
 

氏
に
お
話
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。
 

高
鶴
茂
勝
氏
の
お
話
 

「
こ
の
と
こ
ろ
の
不
況
続
き
で
、
何
と
 

Sせ儒口含せ含せ俄ロGロSロ儒“ 

× イ 
一 

一 渓
 /こーボールさあなたもやってみませんか 

9 人制バレーボールは少々しんどい。 ゲートボールにはまだ 

早いというご婦人のみなさん。 あなたもミニバレーボールをし 

てみませんか。 白色のゴムチューブ製のボールでする、だれに 

でも簡単に楽しめる球技です。 

ルールは9人制バレーボールの規則を基本に、ボールが軽く 

高
比
良
 
律
子
さ
ん
 

（
筑
豊
繊
維
工
業
株
式
会
社
）
 

し
て
も
陶
器
ま
つ
り
の
売
り
上
げ
を
延
 

ば
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

現
在
、
各
窯
元
と
も
準
備
に
お
お
わ
 

ら
わ
の
状
況
で
す
が
、
昨
年
の
反
省
か
 

ら
今
年
は
駐
車
場
の
確
保
と
一
方
通
行
 

の
徹
底
で
、
受
入
体
制
を
整
え
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
 

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
紙
 

面
を
お
か
り
し
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
 

す
。
」
 

一 一 

ー
J
 

お
 

わ
 

び
 

二
月
号
四
面
『
成
人
式
イ
ン
タ
 

ビ
ュ
ー
』
の
中
で
、
赤
星
理
佐
子
 

さ
ん
と
小
谷
由
里
香
さ
ん
の
写
真
 

が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
 

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

【
小
谷
由
里
香
さ
ん
】
 

て軟かいので安全に楽しむ 

ことができます。 

毎週火曜日午前10時から約 

2時間、町民会館でしてい 

ます。愛好者も増えていま 

す。美容と健康のためにも 

おさそい合わせて参加くだ 

さい。 申し込みは3 月中に 

町民会館へ（云4100 ) 

ト
，
ト
4

ト
（
ト
 

四
月
で
入
社
一
年
目
と
い
う
ヤ
ン
 

グ
ギ
ャ
ル
。
ミ
シ
ン
で
の
縫
製
の
仕
 

事
が
主
で
す
が
現
在
は
覚
え
る
こ
と
 

ば
か
り
。
き
れ
い
に
縫
え
て
ほ
め
ら
 

れ
た
と
き
は
、
と
て
も
嬉
し
い
と
い
 

う
中
学
時
代
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
 

ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
好
 

き
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
お
嬢
さ
ん
で
す
。
 

永
末
博
章
常
務
の
お
話
 

入
社
以
来
一
日
も
休
ん
だ
こ
と
が
 

な
い
ガ
ン
バ
リ
屋
さ
ん
で
す
。
将
来
 

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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(7） 第254 号 昭和59年3月1日 か い け あ
 

報
 

、
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【上の原開発地にエ事が進む新赤池保育所】 

昭
和
五
十
八
年
度
特
定
地
域
開
発
就
 

労
事
業
（
中
高
年
者
の
雇
用
促
進
に
関
 

す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
就
労
対
策
事
 

業
）
な
ど
で
、
造
成
し
た
上
の
原
開
発
 

地
に
、
赤
池
保
育
所
の
新
築
工
事
が
進
 

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
の
赤
池
保
育
所
は
、
昭
和
十
五
 

年
六
月
に
九
区
集
会
所
と
し
て
建
て
ら
 

れ
た
も
の
で
、
施
設
の
老
朽
化
や
敷
地
 

が
狭
く
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動
広
場
も
 

な
い
た
め
、
同
和
対
策
事
業
に
よ
っ
て
 

こ
の
上
の
原
開
発
地
に
新
築
移
転
す
る
 

も
の
で
す
。
 

新
し
い
赤
池
保
育
所
は
、
総
工
費
約
 

呪
 

!
 

、
 

広 

太

田

収

入

役

が

退

任

 

第254 号 

昭
和
三
十
九
年
か
ら
連
続
五
期
二
十
 

年
間
当
町
の
収
入
役
を
務
め
ら
れ
た
、
 

太
田
達
彦
収
入
役
（
上
野
原
田
七
十
四
 

歳
）
が
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
二
月
一
一
 

十
九
日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
規
定
に
よ
り
、
収
入
役
の
職
 

務
は
、
税
務
課
長
が
代
理
し
ま
す
。
 

2 月末で退任 

の太田収入役 

収
入
役
退
任
ご
挨
拶
 

私
が
赤
池
町
の
収
入
役
に
就
任
い
た
 

し
ま
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
 

一
日
で
五
十
五
歳
の
時
で
し
た
。
そ
れ
以
 

来
五
期
二
十
年
が
経
過
し
、
こ
の
二
十
 

年
の
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
 

ま
し
た
。
そ
の
中
で
最
も
大
き
な
も
の
 

は
明
治
赤
池
鉱
業
所
の
閉
山
で
あ
り
ま
 

す
。
町
の
人
口
は
最
盛
期
の
半
数
に
激
 

減
い
た
し
ま
し
た
。
石
炭
と
農
業
に
よ
 

っ
て
栄
え
て
き
ま
し
た
赤
池
町
は
一
時
 

暗
い
谷
間
の
灯
の
消
え
か
か
っ
た
よ
う
 

に
活
気
を
失
っ
て
い
ま
し
た
が
町
民
の
 

、

。

I

 

入”I
ノ 

一
億
円
を
か
け
た
鉄
筋
平
屋
建
て
。
運
 

動
広
場
も
広
く
で
き
て
い
る
の
で
、
子
 

ど
も
た
ち
も
思
い
切
り
遊
ぶ
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

完
成
は
今
年
四
月
の
予
定
で
、
六
月
 

か
ら
は
新
し
い
建
物
で
保
育
が
始
ま
る
 

予
定
で
す
。
 

【
新
赤
池
保
育
所
の
概
要
】
 

〇
敷
地
面
積
廿
五
千
三
百
五
＋
虜
ー
ト
ル
 

〇
建
築
面
積
廿
八
百
七
＋
四
声
ト
ル
 

〇
保
育
室
5
、
遊
戯
室
ー
、
ほ
ふ
く
コ
 

ー
ナ
1
3
、
調
理
室
1
、
保
健
室
1
 

沫
浴
室
1
、
水
洗
ト
イ
レ
、
事
務
室
 

な
ど
 

皆
さ
ん
と
町
議
会
、
な
ら
び
に
執
行
部
 

が
一
丸
と
な
っ
て
町
勢
の
立
直
し
に
努
 

力
さ
れ
た
た
め
、
未
来
に
明
る
さ
を
増
 

し
活
カ
が
期
待
さ
れ
る
赤
池
町
の
基
盤
 

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
 

在
任
中
に
着
手
さ
れ
た
主
な
事
業
は
 

小
中
学
校
・
保
育
所
の
改
築
、
町
民
会
 

館
・
同
和
教
育
研
修
所
・
町
民
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
・
プ
ー
ル
の
新
設
、
工
場
団
地
・
 

住
宅
団
地
の
造
成
、
上
野
橋
の
架
設
ま
 

た
は
各
地
域
の
公
民
館
・
集
会
所
・
公
 

営
住
宅
の
建
設
等
々
枚
挙
に
暇
の
な
い
 

事
業
が
行
わ
れ
画
期
的
な
変
貌
を
遂
げ
 

て
き
た
時
代
に
平
穏
無
事
に
勤
務
出
来
 

た
こ
と
は
ま
こ
と
に
光
栄
に
存
じ
て
お
 

国民年金 保険料が改定されます 

-4 月から6,220 円に― 

国
民
年
金
の
給
付
は
、
 

加
入
者
の
納
め
る
保
険
料
 

と
国
庫
負
担
金
、
そ
れ
に
 

保
険
料
積
立
金
の
運
用
収
 

益
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

平
均
寿
命
の
伸
び
に
よ
 

る
人
口
構
造

e
高
齢
化
な
 

ど
に
よ
っ
て
年
金
給
付
費
 

が
年
々
増
加
し
て
い
く
な
 

か
で
、
加
入
者
の
負
担
を
 

増
や
さ
ず
給
付
す
る
こ
と
 

は
困
難
な
こ
と
で
す
。
 

国
民
年
金
財
政
は
、
国
 

民
年
金
給
付
と
保
険
料
負
 

担
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
り
 

長
期
に
わ
た
り
健
全
で
安
定
し
た
も
の
 

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
農
林
漁
業
 

~ 

、
ー
 

ー
 

ー
 

‘
、
ー
 

‘
、
ー
 

‘
、
‘
、
 
一
 

ー
 

ー
 

ー
 

り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
 

々
様
、
議
会
議
員
、
町
職
員
の
方
々
の
 

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
と
深
く
 

感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
一
町
民
と
し
て
微
力
で
 

は
あ
り
ま
す
が
、
過
去
の
経
験
を
活
か
 

し
て
町
勢
の
進
展
に
尽
く
し
た
い
と
考
 

え
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
共
よ
ろ
し
く
 

ご
交
誼
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
 

い
申
し
上
げ
ま
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と
 

い
た
し
ま
す
。
 

永
い
間
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
 

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

太
 
田
 
達
 
彦
 

等
の
自
営
業
や
自
由
業
な
ど
幅
広
い
階
 

層
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
 

者
に
急
激
な
保
険
料
の
負
担
増
に
な
ら
 

な
い
よ
う
配
慮
し
、
毎
年
段
階
的
に
引
 

き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
昭
和
五
十
 

九
年
四
月
か
ら
月
額
六
千
二
百
二
十
円
 

に
改
定
さ
れ
ま
す
。
 

あ
な
た
の
老
後
を
守
る
国
民
年
金
制
 

度
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
こ
う
し
た
 

相
応
の
保
険
料
負
担
に
ご
理
解
と
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

保
険
料
は
年
度
内
 

に
納
め
ま
し
ょ
・
つ
 

昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら
昭
和
五
十
 

九
年
三
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
 

納
め
ま
し
た
か
。
ま
だ
納
め
て
い
な
い
 

方
は
四
月
三
十
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
 

・フ。 保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お
 

き
ま
す
と
、
将
来
、
保
険
料
を
納
め
た
 

期
間
が
不
足
し
て
老
齢
年
金
を
受
け
る
 

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
 

ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
受
け
 

る
障
害
年
金
や
ご
主
人
の
死
亡
に
よ
っ
 

て
給
付
さ
れ
る
母
子
年
金
に
つ
い
て
も
 

保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
一
定
期
間
以
 

上
な
い
と
受
給
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

万
が
ー
の
事
故
に
備
え
て
保
険
料
は
 

キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。
年
度
末
に
 

あ
た
っ
て
納
め
忘
れ
が
な
い
か
も
う
一
 

度
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
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一
月
二
十
一
日
、
下
田
川
ラ
イ
オ
ン
 

ズ
ク
ラ
ブ
（
笠
原
晃
会
長
）
の
み
な
さ
 

ん
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
テ
ン
ト
を
一
 

張
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
下
田
川
四
カ
 

町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
協
議
 

会
の
行
事
や
各
福
祉
団
体
に
幅
広
く
活
 

エンゼルクイズ 

【第94回出題】 

【問題】 戸籍の届出 

次のロの中に下の語群から適当な語句を選 

び、文章を完成させてください。 

戸籍の記載は、その大部分が届出によって 

なされます。出生届・ロロ届などは既に発生 

した事実によって確定した身分関係について 

市町村長に報告的に届け出ることが義務づけ 

られています。また、ロロ届・縁組届などは 

届出をすることによって身分関係が形成され 

戸籍法上のロロが発生します。 

届出は、直接役場に出向かなくても、必要 

な書類がそろっていれば、ロロによって提出 

することもできます。また、出生届・死亡届 

などは、本籍地・住所地でなくても、出生地 

・死亡地でも届出することができます。 

（婚姻、選挙、死亡、義務、郵送、効力、） 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ3 月15日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に図書券をお贈りします。 

【第93回の解答】 

7 ・ 8 

【正解者】 

応募総数5通のうち正解は1通でした。上 

桜の古賀知子さんに図書券を送ります。 

1 月末日住民登録 Q 

（前月比） 

D 9,784( +16) 
弓 4,651( +4 ) 

( 5,133( +12) 

帯 3,228( +6 ) 

【目録を手渡すライオンズクラブのみなさん】 

、
、
，
ノ
 

(

i

 

用
し
て
も
ら
お
う
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の
 

で
す
。
 

賛
助
会
員
募
集
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
 

の
と
お
り
昭
和
五
十
九
年
度
の
賛
助
会
 

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
一
般
賛
助
会
員
 

一
口
千
円
か
ら
 

▽
企
業
・
団
体
特
別
賛
助
会
員
 
五
口
 

か
ら
十
口
程
度
（
と
も
に
年
間
）
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
清
酒
一
斗
〇
切
 

東
コ
ウ
メ
（
赤
池
）
金
一
封
〇
重
岡
金
 

之
助
（
直
方
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
舞
踊
 

部
）
菓
子
恥
ぬ
〇
香
月
章
（
赤
池
町
長
）
 

桃
 60 

箇
〇
柏
木
宏
巳
（
赤
池
）
タ
オ
ル
 

35 

枚
〇
斉
藤
二
郎
（
赤
池
）
孫
の
手
 50 

本
〇
木
月
睦
夫
（
赤
池
）
ス
イ
カ
 43 

箇
 

〇
山
崎
地
区
盆
踊
会
一
同
、
金
一
封
〇
 

中
島
恒
雄
（
赤
池
）
バ
ナ
ナ
 24 

ぬ
〇
長
 

谷
川
サ
ガ
ミ
（
赤
池
町
）
衣
類
 31 

点
〇
 

小
松
敏
美
（
赤
池
町
）
味
付
け
海
苔
2
 

瓶
化
粧
石
鹸
3
箱
砂
糖
2
箱
洗
剤
2
箱
 

〇
日
本
専
売
公
社
田
川
営
業
所
、
タ
バ
 

コ
1
5
0
箇
お
茶
5
0
o
g
〇
小
松
篤
 

生
（
上
野
）
ビ
ー
ル
 20 

本
缶
入
ジ
ュ
ー
 

ス
 60 

本
〇
藤
村
商
店
（
上
野
）
ブ
ド
ウ
 

8
ぬ
ナ
シ
 15 

ぬ
〇
池
田
福
勇
（
上
野
）
 

金
一
封
プ
リ
ン
 48 

箇
〇
橋
本
恵
子
（
中
 

間
市
）
成
金
鰻
頭
 60 

箇
〇
世
良
鮮
魚
店
 

（
赤
池
）
ナ
シ
1
箱
ブ
ド
ウ
1
箱
〇
亀
 

井
精
肉
店
（
赤
池
）
ナ
シ
1

箱
ブ
ド
ウ
 

1
箱
〇
お
ふ
く
ろ
（
赤
池
）
ナ
シ
 15 

ぬ
 

〇
中
前
ハ
ル
子
（
糸
田
町
）
ビ
ー
ル
 12 

本
カ
ス
テ
ラ
 20 

本
〇
ア
ワ
ヤ
呉
服
店
（
 

赤
池
）
金
一
封
〇
中
原
和
義
（
上
野
）
 

金
一
封
〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
ジ
ュ
ー
 

ス
6

ダ
ー
ス
〇
小
松
利
道
（
赤
池
）
清
 

I 

ノ
 

酒
一
斗
〇
猿
田
公
民
館
・
清
酒
二
升
〇
 

二
十
四
支
所
・
清
酒
三
升
〇
九
州
電
力
 

田
川
営
業
所
・
苗
木
1
0
0
本
〇
森
高
 

英
樹
（
赤
池
）
洋
服
ダ
ン
ス
他
3
点
〇
 

鈴
木
宏
子
（
名
古
屋
市
）
洗
剤
 60 

ぬ
う
 

ど
ん
 60 

把
せ
ん
べ
い
妬
ぬ
〇
小
松
保
（
 

上
野
）
衣
類
 21 

点
〇
浦
野
幸
治
、
千
尋
 

（
大
任
町
）
ぼ
た
餅
 60 

箇
〇
佐
藤
角
雄
 

（
赤
池
）
衣
類
 25 

点
〇
社
会
福
祉
法
人
 

西
日
本
新
聞
民
生
事
業
団
・
冷
凍
石
焼
 

き
イ
モ
1
0
0

ぬ
〇
赤
池
町
老
人
ク
ラ
 

ブ
連
合
会
会
長
大
森
高
市
・
み
か
ん
 15
 

ぬ
入
2
箱
〇
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
東
郷
 

教
会
婦
人
会
（
宗
像
市
）
黄
金
糖
 70 

袋
 

〇
麻
生
権
三
（
赤
池
）
車
椅
子
一
台
〇
 

日
本
専
売
公
社
田
川
営
業
所
・
タ
バ
コ
 

1
3
5
箇
〇
島
上
竜
雄
（
上
野
）
菊
5
 

束
 

【
二
月
十
五
日
現
在
、
敬
称
略
】
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
】
 

一
口
廿
千
円
 

田
中
歯
科
医
院
廿
 10 

口
、
大
島
工
務
店
 

廿
 10 

口
、
有
吉
畳
店
廿
 10 

口
、
吉
田
酒
 

店
廿
 10 

ロ
、
藤
井
酒
店
廿
 10 

口
、
柏
木
 

衣
料
品
店
廿
 10 

ロ
、
赤
池
葬
祭
廿
 10 

口
 

村
上
電
器
廿
5

ロ
、
柴
の
門
窯
廿
2

口
 

加
藤
正
士
廿
2

ロ
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
食
 

堂
杉
の
子
廿
 20 

口
、
消
防
団
第
四
分
団
 

一
同
廿
3

口
 

【
香
典
返
し
】
 

暴」熟こ福祉麟移二薫野’事．妻霧

【休館日】 

5日、12日、19日 

20日、26日 I 

【福祉バス運行日】 

休館日および祝祭日 

を除く毎日 

【仏教法話会】 

3月13日因 
午前11時から 

× 

× 

【演芸日】 

1日、 4日、 8日、11日、15日 

18日、22日、25日、29日 

【心配ごと相談日】 

7日、17日、27日 

午前10時から 
午後3時まで 

金金金金金金金金金金 

封
 
居
原
佳
代
子
（
昭
和
町
）
 

封 封 封 封 封 封 封 封 封 

大
田
 
槽
善
（
本
町
）
 

近
藤
 
方
 

（
四
国
）
 

佐
々
木
久
子
（
本
町
）
 

武
末
 
嘉
明
（
本
町
）
 

坂
元
キ
ョ
子
（
岩
屋
組
）
 

市
川
 
泰
雄
（
原
田
）
 

梶
原
 
ゲ
ン
（
市
場
）
 

岡
田
 
宗
治
（
本
町
）
 

高
島
 
久
 

（
本
町
）
 

【
二
月
十
七
日
現
在
 

敬
称
略
】
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入
学
通
知
書
は
 

届
き
ま
し
た
か
 

昭
和
五
十
九
年
度
入
学
予
定
児
童
の
 

い
る
ご
家
庭
に
は
、
す
で
に
入
学
通
知
 

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
転
入
な
ど
 

の
理
由
で
、
ま
だ
入
学
通
知
書
が
届
い
 

て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
教
育
委
員
会
学
 

校
教
育
係
（
廿
4
1
0
0

）
ま
で
ご
連
 

絡
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
入
学
式
の
日
時
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

▽
上
野
小
学
校
【
上
野
地
区
】
 

4
月
7

日
（
土
）
午
前
 10 

時
か
ら
 

▽
市
場
小
学
校
【
市
場
、
赤
池
、
中
尾
 

地
区
】
4
月
7

日
（
土
）
午
前
 10 

時
か
 

、ら 

▽
赤
池
中
学
校
 

10
 

時
か
ら
 

4
月
9

日
（
日
）
午
前
 

※
3
校
と
も
受
け
付
け
は
9
時
か
ら
 

公
開
講
座
が
 

開
催
さ
れ
ま
す
 

伊
田
の
福
岡
県
立
社
会
保
育
短
期
大
 

学
の
無
料
公
開
講
座
が
次
の
と
お
り
行
 

わ
れ
ま
す
。
 

▽
テ
ー
マ
・
日
時
 

①
子
ど
も
の
健
康
と
遊
び
（
3
月
 16 

日
 

13 

時
か
ら
 14 

時
半
ま
で
）
 

②
コ
ト
バ
と
人
間
（
3
月
 16 

日、 

14 

時
 

40 

分
か
ら
 16
 

時
 10 

分
ま
で
）
 

③
経
済
学
か
ら
見
た
老
後
保
障
（
3
月
 

17 

日、 

10 

時
半
か
ら
 12 

時
ま
で
）
 

④
調
査
デ
ー
タ
ー
の
見
方
（
3
月
 17 

日
 

13 

時
か
ら
 14 

時
半
ま
で
）
 

▽
会
場
、
同
大
学
視
聴
覚
ホ
ー
ル
 

▽
申
し
込
み
方
法
 
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
 

所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
勤
務
先
 

（
懸
携
、
の
鱗
上
）
を
記
入
し
、
〒
8
 

2
5
田
川
市
大
字
伊
田
四
三
九
五
福
 

岡
県
社
会
保
育
短
期
大
学
 
公
開
講
 

座
係
へ
 

▽
定
員
 
申
し
込
み
順
に
2
2
0
名
 

農
業
用
軽
油
の
 

課
税
免
除
申
請
 

を
受
付
け
ま
す
 

農
業
を
営
む
人
が
、
農
業
用
に
使
用
 

す
る
動
力
耕
う
ん
機
等
の
動
力
源
に
用
 

い
る
軽
油
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申
請
 

に
よ
り
軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

▽
と
き
 

3
月
 14 

日
困
 
午
前
 10 

時
か
 

ら
午
後
3
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 

田
川
農
協
赤
池
支
所
 

▽
該
当
者
 
農
業
を
営
む
人
（
兼
業
農
 

家
を
含
む
。
機
械
を
共
同
で
使
用
し
 

て
い
る
場
合
は
、
共
同
で
申
請
で
き
 

ま
す
。
）
 

▽
申
請
に
必
要
な
書
類
 

①
耕
作
証
明
書
（
当
日
、
農
業
委
員
会
 

職
員
が
現
地
で
受
付
、
発
行
し
ま
す
。
）
 

②
機
械
の
所
有
を
証
す
る
書
類
（
売
渡
 

予防接種をうける前後の注意 

予防接種は子どもの健康状態のよいときでなければうけては 

いけません。 病気のときや、病気にかかりかけているときにむ 

りをしてうけると、副作用がおこりやすかったり、 もともと持 

っていた病気と、混同したりして困ることが多いからです。 

① 予防接種をうける前の日は、なるべく入浴させて清潔にし 

ておきましょう。 

② 接種に出かける前に熱をはかっておきましょう。 乳幼児は 

37度2. 3分までは平熱ですが、37度をこえているときは、医 

師に相談してください。 

③ 通知を確認し、質間表がきていたら記入し、母子健康手帳 

を忘れずに持って出かけましょう。 

④ その子どもの健康状態をよく知っている人がつれていきま 

しょう。 気になることがあったら担当医師に尋ねてください。 

(5） 次のような状態の子どもは、かかりつけの医師に相談して 

別に接種をうけるか、 しばらく延期してください。 

●慢性の病気のあるような弱い子（心臓病、結核、腎臓病など）。 

●発育のめだっておくれている子。 

●最近1年間く らいの間に、ひきつけをおこしたことのある子。 

●同じワクチンで以前に副作用が強かった経験のある子。 

（互） 次のような状態の子どもは、接種を延期して、時期をおい 

てからうけるようにします。 

●かぜ、 下痢などの病気にかかっているとき、 ことに熱があ 

るため、医師にかかったりしているとき。 

●はしか、水痘（みずぽうそう）、流行性耳下腺炎（おたふく 

かゼ『） などにかかって1 か月以内のとき。 

●ほかの生ワクチンをうけて1 か月以内のとき。 

⑦ きめられた日に予防接種をうけられない場合には、予備の 

日か、次の機会にうけられるように申し出てください。 

⑧ 予防接種をうけたあとは、次のことに気をつけてください。 

●その日は入浴させない（ポI)オの生ワクチンの場合はさし 

つかえない) 

●副作用の出るかもしれない時期は、子どもの様子に気をつ 

ける。 少しの間、熱が出るく らいのことはあっても心配あ 

りませんが、万一ひきつけをおこしたり、よんでトもわから 

ない状態になるようなことがあったら至急医師にかかり、 

保健所や役場へも知らせてください。 重い副作用は、何十 

万人に1 人というごくまれなできごとですが、偶然ほかの 

病気が重なることもあり事前に予知することは、事実上不 

可能といえます。 しかし、前に書いたような注意を守って 

接種をうけるなら、その危険性はワクチンの効果にく らべ 

ると問題にならないほど小さいことが常識です。 もちろん 

現在でもなお、より安全でよりすぐれたワクチンの開発も 

たえずすすめられています。 
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I 
母子家庭等医療費 

公費負担制度について 

この制度については1月号でお知らせ 

しましたが、母子家庭の方でまだこの制 

度の申請手続きをしていない方は、至急 

手続きしてください。 

70歳になったら老人 

保健の手続きを 

70歳になったら老人健康手帳と医療証 

を交付しますので、手続きしてください。 

※2つの制度とも役場住民福祉課社会衛 

生係へ健康保険証と印かんをもっておい 

でください。 
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